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塚の庚申塚

　
庚
申
の
夜
に
寝
る
と
、
人
身

に
い
る
三
匹
の
虫
が
人
の
睡
り

に
乗
じ
て
、
そ
の
人
の
悪
事
を

天
帝
に
告
げ
る
と
も
、
人
の
命

を
短
か
く
す
る
と
も
い
わ
れ
、

以
前
は
庚
申
の
夜
、
仏
家
で
は

帝
釈
天
お
よ
び
青
面
金
剛
を
祭

っ
て
、
寝
な
い
で
徹
夜
す
る
庚

申
待
ち
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
。　

今
年
は
六
十
年
目
の
庚
申
の

年
、
町
内
各
地
で
庚
申
様
の
供

養
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
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六
十
年
目
の
庚
申
様
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
平
部
落

　
4
月
29
日
朝
8
時
、
集
ま
っ
て
く
る

人
達
の
顔
は
晴
れ
ば
れ
と
し
て
い
る
。

庚
申
様
の
六
十
年
目
の
供
養
の
日
で
あ

る
。
皆
六
十
年
前
に
土
中
に
入
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
酒
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
い
ろ
い
ろ
と
空
想
し
な
が
ら
何
か

し
ら
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

　
作
業
を
始
め
る
。
庚
申
塚
の
前
は
人

で
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
石
像
の
前
を
掘

る
、
少
し
掘
っ
た
所
に
く
さ
っ
た
杉
の

木
が
見
つ
か
る
。
昔
建
っ
た
塔
婆
木
の

一
部
で
あ
ろ
う
。
取
り
の
ぞ
い
て
見
る
、

三
尺
位
は
土
中
で
あ
る
。
早
く
見
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
穴
の
廻
り
に
多
く

の
顔
が
並
ぶ
。
半
分
位
掘
っ
た
と
こ
ろ

で
、
一
尺
位
奥
に
横
穴
が
見
え
た
。
手

で
静
か
に
土
を
ど
か
す
。
白
い
物
が
見

え
た
。
6
0
年
前
に
安
置
し
た
酒
の
ト
ッ

ク
リ
で
あ
る
。
静
か
に
取
り
出
す
。
宝

物
で
あ
る
。
穴
の
中
門
よ
り
横
穴
を
掘

り
、
上
か
ら
の
重
さ
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
あ
る
。
昔
の
人
達
の
知
恵
で

あ
ろ
う
。

　
廻
り
に
花
立
一
箇
、
御
飯
を
そ
な
え

た
も
の
と
思
わ
れ
る
丁
字
型
の
セ
ト
モ

ノ
一
箇
、
ウ
ル
シ
塗
り
の
お
椀
の
底
の

厚
い
と
こ
ろ
が
残
っ
た
も
の
三
箇
と
、

ウ
ル
シ
塗
り
の
お
膳
の
一
部
が
出
て
き

た
。
ト
ッ
ク
リ
の
口
に
は
、
木
炭
で
栓

が
し
て
あ
り
、
そ
の
上
に
湯
呑
茶
わ
ん

が
か
ぶ
せ
て
あ
っ
た
。
中
の
酒
は
に
お

い
も
な
く
、
ド
ブ
水
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
年
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
を
入
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
利

あ
っ

　
あ
っ
た
！

　
六
十
年
後
に
残
す
た
め
の
段
取
り
は
、

三
尺
の
井
戸
が
わ
を
一
本
用
意
し
、
こ

れ
を
深
く
掘
り
入
れ
ま
し
た
。
焼
酎
が

め
に
酒
を
入
れ
、
そ
の
す
き
間
に
木
炭

を
つ
め
、
口
を
ロ
ウ
で
ふ
さ
い
で
大
き

な
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
く
る
み
、
中
央
に
置

き
ま
し
た
。
ま
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ

プ
セ
ル
を
求
め
て
そ
の
中
に
、
昔
よ
り

現
在
に
至
る
ま
で
の
移
り
変
り
や
、
家

族
構
成
、
物
価
等
を
昔
の
「
キ
ガ
ミ
」

に
墨
で
書
い
て
入
れ
、
そ
の
廻
り
に
木

炭
を
五
俵
入
れ
ま
し
た
。

　
六
十
年
後
に
、
こ
の
庚
申
様
を
供
養

し
て
く
れ
る
人
達
に
良
い
贈
り
も
の
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　
井
戸
が
わ
に
フ
タ
を
し
、
土
を
盛
り

上
げ
て
そ
の
上
に
大
き
な
う
る
し
の
木

で
作
っ
た
、
五
寸
角
で
高
さ
が
八
尺
の

塔
婆
木
を
建
て
ま
し
た
。

　
供
養
式
は
、
長
命
寺
さ
ん
か
ら
お
い

で
を
願
い
、
お
ご
そ
か
に
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
広
場
に
は
、
5
0
名
を
越

す
人
達
が
集
ま
り
、
庚
申
様
に
ま
つ
わ

る
信
仰
を
考
え
、
ま
た
庚
申
様
の
寄
合

い
が
始
ま
る
こ
と
を
念
じ
供
養
を
終
り

ま
し
た
。

　
新
し
い
塔
婆
木
は
、
部
落
を
一
望
す

る
高
台
に
建
て
ら
れ
、
現
在
の
部
落
の

様
子
な
ど
を
六
十
年
後
に
知
ら
せ
て
く

れ
る
役
を
立
派
に
果
た
し
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
太
平
区
長
）



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑯

お
酒
の
適
正
な
飲
み
方
1
0
ヵ
条
（
そ
の
ー
）

　
　
　
あ
な
た
も
こ
れ
で
身
を
守
ろ
う

【
．

θ
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1み婁
池額

唆

o
o

〃左

①
大
事
な
ふ
だ
ん
の
食
生
活

　
い
ず
れ
も
五
十
歳
で
同
じ
よ
う
な
管

理
職
の
二
人
。
二
人
と
も
三
十
年
近
く

ほ
ぼ
三
日
に
一
本
の
割
で
ウ
ィ
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

の
ボ
ト
ル
一
本
を
あ
け
る
．
酒
び
た
り
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
生
活
を
続
け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
A

氏
は
脂
肪
肝
程
度
だ
が
、
B
氏
は
完
全

な
肝
硬
変
。
こ
の
違
い
を
調
べ
た
結
果

そ
の
原
因
が
食
生
活
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
A
氏
の
場
合
、
　
一
日
の
カ
ロ
リ
ー
摂

取
量
が
大
体
三
千
四
百
カ
ロ
リ
ー
で
あ

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
分

は
三
〇
％
程
度
で
、
一
日
に
三
食
を
大

体
規
則
正
し
く
食
べ
、
タ
ン
パ
ク
質
も

一
日
に
百
グ
ラ
ム
ほ
ど
と
っ
て
い
た
。

一
方
B
氏
は
、
酒
飲
み
の
悲
し
い
習
慣

で
食
生
活
は
不
規
則
。
昼
は
ほ
と
ん
ど

抜
き
で
、
一
日
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
の

半
分
以
上
を
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
頼
っ

て
い
た
。
タ
ン
パ
ク
質
も
一
日
二
十
グ

ラ
ム
し
か
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

食
生
活
の
差
が
ほ
ぼ
同
量
の
酒
を
飲
み

な
が
ら
B
氏
の
肝
硬
変
に
つ
な
が
っ
た

わ
け
で
す
。

②
な
ぜ
酔
う
の
か

　
口
か
ら
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
普

通
口
の
中
で
七
、
の
ど
や
食
道
部
分
で

二
、
胃
で
二
〇
、
小
腸
七
一
の
割
合
で

吸
収
さ
れ
る
。
吸
収
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー

ル
は
血
液
に
乗
っ
て
門
脈
と
い
う
大
き

な
静
脈
に
集
ま
り
肝
臓
に
運
ば
れ
る
。

一
部
は
そ
の
ま
ま
肝
臓
に
捕
え
ら
れ
る

が
、
捕
え
ら
れ
な
か
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル

は
血
液
に
乗
っ
て
脳
に
運
ば
れ
、
こ
こ

で
ア
ル
コ
ー
ル
が
中
枢
神
経
を
マ
ヒ
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
現
象
が
酔

い
な
の
で
す
。
こ
の
酔
い
の
程
度
は
血

液
中
に
ど
の
く
ら
い
ア
ル
コ
ー
ル
が
入

っ
た
か
、
つ
ま
り
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　
普
通
、
こ
の
血
中
濃
度
が
○
・
〇
五

％
以
下
な
ら
ほ
ろ
酔
い
一
歩
手
前
、
日

本
酒
に
す
れ
ば
杯
で
五
、
六
杯
と
い
う

と
こ
ろ
。
○
・
〇
五
％
か
ら
○
・
一
五

％
に
な
る
と
、
ほ
ろ
酔
い
加
減
で
、
日

本
酒
な
ら
一
合
、
ビ
ー
ル
一
本
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
の
ダ
ブ
ル
の
水
割
り
一
杯
程
度

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
い
で
○
・
二
％
か
ら
○
・
三
％
に

な
る
と
酩
酊
期
に
な
り
ま
す
。
日
本
酒

で
四
合
か
ら
五
合
。
そ
し
て
血
中
濃
度

が
○
・
四
％
と
な
る
と
、
深
酔
い
状
態

で
す
。

⑤
日
本
酒
は
一
日
二
合
以
下
が
適
量

　
肝
臓
が
一
時
間
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
代

謝
す
る
量
は
普
通
、
体
重
一
キ
ロ
あ
た

り
○
・
一
グ
ラ
ム
と
さ
れ
て
い
る
。
体

重
六
十
五
キ
ロ
の
人
が
百
六
十
グ
ラ
ム

の
ア
ル
コ
ー
ル
を
短
時
間
に
飲
む
と
代

謝
に
は
一
日
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
画
六
十
グ
ラ
ム
は
、
日
本
酒

な
ら
七
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
ビ
ン
七
本
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
の
水
割
り
七

杯
。
仮
に
こ
の
半
分
を
飲
ん
で
も
ア
ル

コ
ー
ル
の
気
が
体
か
ら
抜
け
る
の
に
は

十
二
時
間
も
か
か
り
、
夜
十
二
時
ま
で

飲
ん
だ
と
す
れ
ば
翌
日
の
午
前
中
い
っ

ぱ
い
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
に
残
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
肝
臓
へ
の
負
担
が

そ
れ
だ
け
大
き
い
わ
け
で
す
。

　
前
夜
飲
ん
で
も
気
分
そ
う
快
に
仕
事

が
出
来
る
た
め
に
は
、
日
本
酒
な
ら
二

合
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
の
水
割

り
二
杯
が
安
全
な
飲
み
方
で
す
。

④
杯
で
チ
ビ
リ
、
チ
ビ
リ
が
よ
い

　
酒
を
飲
む
場
合
、
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
短
時
間
に
多
量
を
飲

ん
で
血
中
濃
度
を
上
げ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
日
本
酒
を
コ
ッ
プ
で
あ
お
る

と
か
、
生
ビ
ー
ル
を
大
ジ
ョ
ッ
キ
で
ぐ

い
ぐ
い
飲
む
な
ど
は
最
も
悪
い
飲
み
方

で
す
。

　
日
本
酒
の
場
合
、
お
か
ん
を
し
て
杯

で
チ
ビ
リ
、
チ
ビ
リ
や
る
の
は
、
時
間

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
ア
ル
コ
ー
ル
を
体

内
に
入
れ
る
と
い
う
意
味
で
理
に
か
な

っ
て
い
ま
す
。
冷
や
酒
は
酔
い
が
回
る

と
言
う
が
、
こ
れ
は
口
当
り
が
よ
い
た

め
に
、
つ
い
飲
み
す
ぎ
る
の
が
原
因
で

す
。　

ア
ル
コ
ー
ル
が
吸
収
さ
れ
る
速
度
は

ア
ル
コ
ー
ル
の
濃
度
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

が
接
触
す
る
胃
腸
粘
膜
の
面
積
の
広
さ

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
だ
か
ら
空
腹

時
に
飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
胃
粘
膜

の
接
触
が
直
接
的
に
な
り
す
ぎ
、
胃
に

食
べ
物
が
あ
る
場
合
に
比
べ
て
ア
ル
コ

ー
ル
の
吸
収
が
倍
近
く
も
早
く
な
り
、

悪
酔
い
の
元
と
な
り
ま
す
。

循
環
器
検
診
の
お
し
ら
せ

・
と
　
き
H
7
月
1
日
　
2
日
　
3
日
　
4
日

（
4
日
は
午
前
中
の
み
）

・
と
こ
ろ
”
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

・
対
象
者
口
大
正
5
年
4
月
2
日
～
昭
和
1
5
年
4
月
1
日
迄
の

　
　
　
　
　
　
男
女

・
出
稼
検
診
受
診
者
は
除
き
ま
す
。

。
大
正
5
年
4
月
1
日
以
前
の
出
生
者
は
後
日
老
人
診
査
を
実

施
し
ま
す
。

（3）



二
十
歳
・
就
職
・
退
職
の
際
は

　
　
　
“
国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
”

　
ひ
と
の
一
生
の
内
に
は
成
人
、
就
職
、

結
婚
、
退
職
と
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

あ
り
ま
す
。

　
大
多
数
の
人
は
喜
び
と
悲
し
み
を
く

り
返
し
な
が
ら
、
暖
か
い
家
庭
と
平
穏

な
老
後
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
驚
異

的
に
伸
び
て
い
る
な
ど
の
要
因
で
、
近

い
将
来
、
わ
が
国
が
「
老
人
国
」
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事

実
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
現
在
、
六
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
一
人
を
二
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
働
き
手
七
人
で
養
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昭
和
九
十
年
代
に
は
、

お
年
寄
り
一
人
を
働
き
手
三
人
で
養
な

う
時
代
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
は
歳
を
と
れ
ば
、
身
体
も

無
理
が
き
か
な
く
な
り
ま
す
し
、
そ
れ

に
つ
れ
て
収
入
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
お
年
寄

り
が
急
激
に
増
え
る
た
め
若
い
世
代
に

は
老
後
の
生
活
を
頼
り
き
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
発
破
技
士
の
免
許
が
あ

れ
ば
火
薬
類
を
取
扱
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
火
薬
保
安
手
帳
制
度
が
設
け
ら

れ
、
こ
の
講
習
を
受
け
従
事
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
免
許
が
あ
っ
て

も
従
事
で
き
ま
せ
ん
。
又
こ
の
講
習
は

毎
年
一
回
受
け
な
い
と
そ
の
従
事
者
手

帳
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
出
稼
先
で
火
薬
類
を
取
扱
う
方
は
受

講
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

一
、
受
講
対
象
者
…
火
薬
類
取
扱
従
事
者

　
（
発
破
技
士
及
び
そ
の
補
助
者
）

一
、
会
場
…
松
之
山
町
休
養
村
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時
…
七
月
十
六
日
十
二
時
三
十
分

一
、
受
講
料
等

　
1
　
新
ら
し
く
手
帳
を
受
け
る
人
及

　
　
び
、
現
在
持
っ
て
い
る
手
帳
の
有

　
　
効
期
限
が
昭
和
五
四
年
一
二
月
三

　
　
一
日
ま
で
の
人
（
別
表
1
の
料
金
）

　
②
　
現
在
持
っ
て
い
る
手
帳
の
有
効

　
　
期
限
が
昭
和
五
四
年
一
二
月
三
一

　
　
日
ま
で
の
人
（
別
表
2
の
料
金
）

一
、
携
行
品
…
発
破
技
士
免
許
証

　
　
　
　
　
火
薬
類
従
事
者
手
帳

　
さ
ら
に
、
日
常
の
不
慮
の
事
故
に
も

役
立
つ
所
得
保
障
が
長
い
人
生
に
は
必

要
な
こ
と
か
ら
、
だ
れ
も
が
若
い
う
ち

か
ら
そ
の
資
金
を
出
し
合
っ
て
積
立
て
、

そ
の
時
の
生
活
に
備
え
よ
う
ー
と
い
う

の
が
年
金
制
度
な
の
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
漁
業
、
商
業

な
ど
自
営
業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制
度

で
歳
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
と
な
っ
た

り
、
母
子
世
帯
に
な
っ
た
場
合
に
年
金

を
受
け
、
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
民
年
金
に
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
と
い
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

た
め
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
が
、

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
成
人
を
迎
え
、
あ
る
い
は
会
社
を
や

め
た
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
手

続
き
を
し
て
、
将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ノ

．
今
月
は
年
金
保
険
料
六
月
・
七
月
分

の
農
協
ロ
座
よ
り
の
納
付
月
で
す
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
印
鑑

一
、
申
込
場
所
…
現
在
建
設
業
等
に
勤
務

　
し
て
い
る
人
は
そ
の
事
業
所
へ
、
勤

一
、
申
込
〆
切
…
六
月
三
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
務
し
て
い
な
い
人
は
役
場
職
業
係
へ
。

（別表1）

事業所ガ 受講料義翻テ驚卜 計 写真

会　　員 1，800 1，800 700 4，300 4枚

会員外 3，800 3，800 700 8，300 4枚

（、別表2）

鞠所ガ受講料鞭癖，テキス1 計 写真
会　　員 1，800 一 700 2，500 『

会員外 3，800 一 900 4，500 一

※昭和54焦度に用いたテキストのあ

　
尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
当
協
会
又
は

事
業
所
、
役
場
職
業
係
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
新
潟
県
火
薬
類
保
安
協
会

（4）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

五
月
受
付
分
（
受
付
順
）

蒔
つ
え
瀧

お
め
で
ζ
つ
耐
髄

高
橋
　
誠
・
山
賀
輝
美

南
雲
和
一
・
相
澤
洋
子

離験　
　
　
　
父
又
夫

石
口
絵
美
　
　
　
二
女

　
　
　
　
母
光
恵

小
松
千
恵
美

柳

父
和
夫

母
清
子

二
女

　
　
父
新
一
郎

裕
介
　
　
　
　
長
男

　
　
母
み
ね
子

莇
平
坂
元
屋

松
代
た
け
や

松
代

清
水
屋

室
野

　
こ
ま
つ

蒲
生

薬
師

　
　
　
　
　
父
邦
一

関
谷
な
つ
き
　
　
　
　
長
女
　
松
代

　
　
　
　
　
母
ま
ゆ
み
　
　
も
ん
ぺ
さ

武
田
絵
美

父
芳
夫

母
代
枝
子
長
女
　
千
年

　
　
　
　
母
和
子

誌
・
み
桑

佐
藤
チ
ョ
ノ
八
三
才

藤
尾
ふ
み

　
　
　
　
父
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
二
女

小
堺
カ
ネ

佐
藤
與
吉

高
橋
ク
メ

柳
　
静
子

七
九
才

七
五
才

八
一
才

七
二
才

小
嶋
忠
太
郎
八
九
才

高
橋
卯
市
郎
八
二
才

石
野
ユ
シ
　
七
九
才

牧
田
マ
ッ
ノ
七
八
才

柳
富
治
久
　
四
七
才

栄
屋

人ロのうこき

　6月1日現在

松
代

善
宗
塚
住
宅

室
野
　
玉
木
や

蓬
平
　
大
　
西

室
野
　
隠
　
居

滝
澤
　
久
　
助

犬
伏
か
ん
ね
ん

犬
伏
　
数
　
円

小
荒
戸
き
ぜ
ん

木
和
田
原
　
東

峠
　
ま
す
や

苧
島
　
治
エ
門

1，878（＋2）
3．569（一5）
3．629（一1）
7，198（一6）

数
男
女
計

帯
口

世
人

∩
V
6
6

¶
ユ
　
ー
　
0
乙

亡
出
計

死
転
減

6
　
4
　
∩
U

　
1
　
0
乙

生
入
計

出
転
増



講舞

鰹
儒
ま
し
た

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
関
紙

に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
実
施
い
た
し
ま

し
た
3
3
回
目
の
国
民
た
す
け
あ
い
共
同

募
金
運
動
は
、
き
び
し
い
社
会
情
勢
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
県
民
各
位
の
あ
た
た

か
い
善
意
と
募
金
関
係
者
の
総
力
を
あ

げ
て
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
目
標
額
（
二

億
五
、
八
九
〇
万
円
）
を
三
四
・
一
彩

も
上
ま
わ
る
輝
か
し
い
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
公
示
し
、

県
民
各
位
に
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す

と
共
に
、
目
的
に
そ
っ
て
次
の
よ
う
に

配
分
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
松
代
町
に
お
け
る
募
金
に
つ
い
て
も

　　　　　　　　　　　　　　　配分内訳　 （金額円）

①市町村社会福祉協議会112団体へ　　　　　　139，572ρ82　（このうち松代町には24万5千円の配分があ

　　　　　　　　　　　　　　　　り・町社会福祉協議会く会長は町長≧の事業である、心配ごと相談所の開設、

　　　　　　　　　　　　　　　　要援護世帯の除雪費、敬老行事、ねたきり老人介護等の老人福祉、障害福祉

　　　　　　　　　　　　　　　　費、災害救助費等に使われています。）
②常設（認可）保育所30個所へ　　　　　　　　　　1，890，000

③季節（無認可）保育所50個所へ　　　　　　　　　1，800，000

④子どもの遊び場99個所へ　　　　　　　　　　　6，724，000

⑤心配ごと相談所51個所へ　　　　　　　　　　　6，684，000

⑥市町村社会福祉協議会歳末援護金　　　　　　　　97，710，295　（このうち松代町には37万5千円の配分があ

　　　　　　　　　　　　　　　　り・町社会福祉協議会の事業である、施設入所者・低所得者への歳末援護金

⑦老人福祉施設（11ヵ所）　　　　　　　　　　　　5，050，000　　　　　　　　　　　に使われています。）

　西蒲原郡500，000　東頸城郡4，500000　佐渡郡　　50，000
⑤精薄者授醜設（2ヵ所）　　’　　、．55α。。。1　　　　　　古

み
な
さ
ま
の
善
意
で
ご
協
力
を
い
た
だ

き
目
標
を
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
お
し
ら
せ
申
し

あ
げ
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
潟
県
募
金
総
額
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
配
分
状
況

収
入
　
　
総
募
金
額

　
三
億
四
、
七
一
七
万
一
、
七
三
七
円

　
q
一
般
募
金

　
　
二
億
四
、
九
四
六
万
一
、
四
四
二
円

　
　
（
こ
の
う
ち
松
代
町
分
、
四
一
万

　
　
一
、
○
○
○
円
。
目
標
額
の
一
〇

　
　
〇
％
）

　
⑳
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
九
、
七
七
一
万
二
九
五
円

　
　
（
こ
の
う
ち
松
代
町
分
、
三
七
万

　
　
五
、
三
八
二
円
。
目
標
額
の
一
二

　
　
五
％
）

支
出
（
総
額
は
収
入
と
同
じ
）

　
α
配
分
額

　
　
三
億
一
、
二
六
二
万
二
、
八
七
七
円

　
　
別
掲
配
分
内
訳
①
～
⑮
の
と
お
り

　
ン
　
侶
郡
市
町
村
支
会
・
分
会
事
務
費
交

　
　
付
金
　
　
　
　
　
八
○
○
万
円

　
6
中
央
共
同
募
金
会
分
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
万
八
千
円

　
ゆ
県
共
同
募
金
会
管
理
費
・
事
業
費

　
　
　
二
億
五
、
二
九
〇
万
八
六
〇
円

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

心
配
ご
と
相
談

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら

十
［
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

「
昭
和
5
5
年
度
松
代
町
の
募
金
予
定
は
』

◎
国
民
た
す
け
あ
い
共
同
募
金

　
　
一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
募
金
）
並

　
び
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
実
施
…
十
一
月
～
十
二
月

◎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
胎
内
や
す
ら
ぎ
の

　
家
増
設
募
金

　
　
実
施
…
八
月

　
以
上
の
募
金
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
が
行
な
う
募
金
は
、
す
べ
て
嘱
託

員
（
区
長
さ
ん
）
を
と
お
し
て
お
願
い

し
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
募
金
へ
の
対
応
は
み
な
さ
ま
の
任
意

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
施
の
際
に
は
あ

た
た
か
い
善
意
を
お
よ
せ
下
さ
い
ま
す

こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
（
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

12，000，000

　3，000，000

　3，000，000

　　260，000

　2，500，000

　3ρ00，000

　　240，000

19，800，000

　6，000，000

13，800，000

10，200，000

　8，150，000

　　120，000

　　100，000

　　120，000

　　100，000

　　360，000

　　650，000

　　100，000

　　100，000

　　100，000

　　300，000

　2β61，000

　　500，000

　5，280，000

　1，000，000

⑦老人福祉施設（11ヵ所）

　西蒲原郡500，000　東頸城郡4，500，000

⑤精薄者授産施設（2ヵ所）

　新潟市1，500，00＾0栃尾市50，000

⑨県視野社会福祉施設（6カ所〉

　特別養護老人ホーム長和園（三条市）

　特別養護老人ホームやすらぎの里（出雲崎町）

　特別養護老人ホームさつき園（神林村）

　養護老人ホーム妻有荘（十日町市）

　救護施設名立園（名立町）

　養護施設聖園天使園（新潟市）

⑭指定寄附金（2ヵ所）

　特別養護老人ホーム長和園（三条市）

　特別養護老人ホームほくら園（大島村）

⑪県単位社会福祉事業団体（11団体）

　県社会福祉協議会

　県母子福祉連合会

　県精神薄弱者育成会

　県保育連盟
　県地域保育所連絡協議会

　県老人クラグ連合会

　県身体障害者団体連合会

　県里親会
　県肢体不自由児父母の会連合会

　県肢体不自由児協会

　県民生委員会
⑫郡社会福祉（連協）協議会

⑬ボランテイア育成事業費

⑭市町村社協活動推進員設置費（22カ所）

⑮緊急災害配分金
（5）



広
域
消
防
組
合
の

　
　
　
財
政
状
況
…
…

e
一

　
19
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
上
越
地

域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
で
す
。

　
今
回
は
昭
和
図
年
1
0
月
1
日
か
ら
昭

和
5
5
年
3
月
31
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
九
月
末
現
在
で
は
予
算
額
一
六
億
八
、

〇
四
七
万
七
千
円
で
し
た
が
、
そ
の
後

五
、
三
九
九
万
三
千
円
を
追
加
し
て
3

月
末
の
予
算
額
は
一
七
億
三
、
四
四
七

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
し
た
主
な
も
の
は
、
北
陸
自
動

車
道
建
設
に
よ
る
頚
北
消
防
署
の
移
転

補
償
料
で
す
。
ま
た
、
新
潟
県
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
加
入
に
よ
り
退
職
手

当
基
金
を
廃
止
し
、
加
入
負
担
金
の
残

額
を
第
2
次
整
備
5
ケ
年
計
画
に
基
づ

◎最高裁判所裁判官国民審査

の投票日です

く
庁
舎
建
設
、
消
防
車
更
新
等
に
必
要

な
財
源
と
し
て
財
政
調
整
基
金
に
積
立

し
て
お
く
も
の
で
す
。

　
予
算
額
は
一
七
億
三
、
四
四
七
万
円
。

こ
れ
に
対
し
3
月
末
現
在
の
収
入
は
一

七
億
二
、
九
四
〇
万
四
千
円
。
支
出
は

一
六
億
六
、
二
八
二
万
一
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

∬
収
入
の
主
な
も
の
H

。
市
町
村
負
担
金

　
　
　
　
一
一
億
二
、
四
九
五
万
円

。
財
産
収
入
　
　
七
、
五
四
八
万
円

。
繰
入
金
　
四
億
五
、
七
七
八
万
円

。
繰
越
金
　
　
　
二
、
四
八
四
万
円

∬
支
出
の
主
な
も
の
皿

・
一
般
管
理
費

　
　
　
　
一
一
億
三
、
八
六
八
万
円

・
財
政
調
整
基
金
費

　
　
　
　
　
四
億
五
、
八
三
四
万
円

・
公
債
費
　
　
　
三
、
九
六
〇
万
円

6月22日は
◎衆議院議員総選挙

◎参議院議員通常選挙

懸
難
㎜
翼

蝋
畿
麟
灘

　
財
産
の
状
況
は
、
土
地
が
上
越
市
松

村
新
田
、
新
井
市
、
柿
崎
町
、
妙
高
高

原
町
、
安
塚
町
に
職
員
待
機
宿
舎
敷
地

と
し
て
合
計
一
、
七
八
七
、
那
。
建
物
が

四
、
九
四
〇
、
那
。
車
両
は
、
消
防
ポ
ン

プ
車
19
台
、
化
学
消
防
自
動
車
3
台
、

指
令
車
1
0
台
、
救
急
自
動
車
6
台
な
ど

52

台
。
有
価
証
券
が
三
四
四
万
円
。
財

政
調
整
基
金
が
六
億
五
、
九
〇
九
万
円
。

地
方
債
の
現
在
高
は
一
億
三
、
七
七
〇

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
▼
7
7
▽
曾
▼
7
サ
▼
7
マ
》
7
▼
マ
▼
『
▼
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

濾潔潔潔湊葵潔潔潔潔湊潔潔潔潔潔潔潔潔潔潔潔潔滋

嚢鶴簸籔麟駿蒙雛襲簗叢薩縁

湊潔潔灘《湊潔灘寒湊潔灘蓉湊灘惹湊濾灘慈灘《潔湊

　　　地域ぐるみの防災意識の高揚をはかり、火災

災害をなくし、明るく安全な生活を保持しましょう

火を使用する設備の点検整備

火を使用する場所の整理、整頓

家族ぐるみ防火について話し合

家庭で実施

する事項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

☆
児
童
手
当
支
給
の

お
知
ら
せ
☆

　
児
童
手
当
6
月
期
支
給
分
（
2
月
～

5
月
ま
で
の
4
カ
月
分
）
を
各
々
、
第

四
銀
行
と
農
協
の
口
座
に
6
月
1
0
日
に

振
込
み
ま
し
た
の
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　
、
，

ハ
ハ
（馨叢

児童手当の現況届は

　　　　お済みですか

肇
ロ
ご
　
　
ヨ

ー
マ
●
。

．
縛
　
．

　
　
バ

．
膿
⑳
　

　
（

　
　
0

　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
’

　
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
一
回
、

六
月
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
今

年
も
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
も
し
、
こ
の
現

況
届
を
六
月
中
に

提
出
し
ま
せ
ん
と

引
き
続
き
児
童
手

当
を
受
け
る
資
格

が
あ
っ
て
も
、
六

月
分
か
ら
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
福
祉
係
）

＊
》
《
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～

警
　
察
　
官

・
資
格

・
受
付

募

集
　
中

（
大
学
卒
）

22

才
～
2
8
才
未
満
の
男
子
で

大
学
卒
業
者
（
卒
業
見
込
者

を
含
む
。
）

6
月
斤
日
～
7
月
1
5
日

　
詳
細
は
警
察
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。



よ
い
歯
で

よ
く
か
み

よ
い
か
ら
だ

　
心
身
の
健
康
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
歯
ー
そ
の
歯
を
い
つ
ま

で
も
丈
夫
に
保
つ
に
は
、
む
し
歯
や
歯

周
疾
患
（
い
わ
ゆ
る
歯
そ
う
の
う
ろ
う
）

と
い
っ
た
歯
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ

う
、
ふ
だ
ん
か
ら
歯
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
と
く
に
子
供
の
場
合
、
歯
の
良
し
悪

し
は
心
身
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
丈
夫
な
子
供
は
健
康
な
歯
か

ら
ー
子
供
の
成
長
と
歯
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。

　
子
供
の
歯
ー
乳
歯
は
い
ず
れ
永
久

歯
に
抜
け
代
わ
る
の
だ
か
ら
、
少
々
む

し
歯
に
な
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
な

い
ー
な
ど
と
軽
く
考
え
て
い
て
は
、

後
々
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
ご
注
意
を
。

　
六
、
七
歳
に
な
る
と
、
乳
歯
が
ぶ
ら

ぶ
ら
に
な
っ
て
、
や
が
て
抜
け
落
ち
ま

す
が
、
こ
の
乳
歯
こ
そ
、
そ
の
後
に
は

え
て
く
る
永
久
歯
ー
1
一
生
使
う
大
切

な
歯
ー
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
乳
歯
は
永
久
歯
の
水
先
案
内
人
」

と
い
わ
れ
る
の
も
そ
う
し
た
こ
と
か
ら

で
、
乳
歯
に
む
し
歯
が
あ
る
と
永
久
歯

と
の
交
換
が
う
ま
く
い
か
ず
、
八
重
歯

や
乱
ぐ
い
歯
（
歯
列
不
正
）
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
歯
並
び
が
悪
い
の
は
、
顔
だ
ち
に
ひ

び
く
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
歯
や
歯
周

疾
患
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

むし歯予防は、まず歯みがきから。　
む
し
歯
の
痛
み
が
ひ
ど
い
と
、
子
供

は
心
身
と
も
に
ま
い
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
結
果
は
食
欲
不
振
、
偏
食
と
い
う
悪

循
環
を
た
ど
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
発

育
ざ
か
り
の
子
供
の
身
長
や
体
重
の
横

ば
い
状
態
が
よ
く
み
ら
れ
る
の
も
、
む

し
歯
が
原
因
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で

す
。　

乳
歯
を
大
切
に
ー
。

半年に1度は
歯の“定期検診“を

　
子
供
の
む
し
歯
は
、
進
行
が
速
い
の

が
特
徴
で
す
。
そ
の
う
え
、
一
本
一
本

が
徐
々
に
む
し
歯
に
な
る
と
い
う
よ
り

も
、
一
度
に
数
本
が
む
し
歯
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

　
子
供
の
歯
は
歯
質
が
薄
い
の
で
、
む

し
歯
に
な
っ
て
も
治
療
が
し
に
く
く
、

そ
の
上
治
療
を
怖
が
る
な
ど
厄
介
な
面

が
あ
る
の
で
、
ふ
だ
ん
の
予
防
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。
少
な
く
と
も
半
年
に

　
　
　
ア

一
回
は
．
定
期
検
診
〆
を
受
け
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
む
し
歯
の
予
防
に
欠
か
せ
な
い
の
が

　
　
ノ

歯
の
．
清
掃
”
　
　
歯
を
み
が
く
こ
と

で
す
。
理
想
的
に
は
、
飲
ん
だ
り
食
べ

た
り
し
た
あ
と
は
必
ず
歯
を
み
が
く
の

が
い
ち
ば
ん
で
す
が
、
少
な
く
と
も
寝

る
前
の
歯
み
が
き
と
、
食
事
や
お
や
つ

　
　
　
　
ア

の
あ
と
の
。
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
”
の
二

つ
は
実
行
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
最
初
は
子
供
も
い
や
が
り
、
多
少
め

ん
ど
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
習
慣
づ

け
て
し
ま
え
ば
、
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
母
さ
ん
が
子

供
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
正
し
い
歯
み

が
き
の
お
手
本
を
見
せ
て
や
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

歯
と
歯
肉
へ
の

歯
ブ
ラ
シ
の
当
て
方

歯フ彰シの持ち方

7¢～8－：費

2　／の位置から歯フ

　ラシの柄を約45度

　ねじり、毛先の横

　で歯肉を強く圧迫

　する

ぺ

歯フラシの毛束の

横を歯と歯肉のつ

け根にあてる
φ

5フラシの柄をねじ

　り歯の先の万に向

　かわせる。歯と歯

　の間にも毛先を入

　れてよく磨く17）



欝灘

わ
が
家
の

菅
刈
（
井
戸
の
上
）

　
　
　
　
柳

日律
子

　
家
の
周
り
の
雪
も
消
え
、
車
が
よ
う

や
く
玄
関
ま
で
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ど
の
山
々
も
す
っ
か
り
緑
に
色
づ
い
て

と
て
も
き
れ
い
に
な
っ
た
。
子
供
達
は

学
校
か
ら
帰
る
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置

く
な
り
外
に
出
て
走
り
回
っ
て
い
る
。

今
は
子
供
達
に
と
っ
て
も
大
人
に
と
っ

て
も
最
高
の
季
節
と
い
え
る
よ
う
だ
。

わ
が
家
は
じ
ょ
う
ぶ
で
長
持
ち
の
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
二
人
の
子
供

と
私
達
夫
婦
の
六
人
家
族
で
あ
る
。
朝

は
一
番
膳
か
ら
三
番
膳
ま
で
。
あ
と
か

た
づ
け
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
役
目
。
こ

の
頃
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
毎
日
山
菜
取
り

で
忙
し
そ
う
。
夕
方
、
勤
め
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
家
の
中
は
山
菜
の
山
。
よ
く

ま
あ
、
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
取
っ
て
き

た
こ
と
。
ぜ
ん
ま
い
、
こ
ご
め
、
う
ど
、

わ
ら
び
と
拾
い
分
け
る
。
子
供
達
が
、

「
た
だ
い
ま
あ
」
と
、
わ
ら
び
と
木
の

芽
を
一
つ
か
み
ず
つ
持
っ
て
、
　
「
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
取
っ
て
き
た
で
］
と
得
意
そ

う
に
帰
っ
て
来
る
。
　
「
よ
し
た
、
よ
し

た
］
と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　
六
時
半
、
父
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
来
て

わ
が
家
の
全
員
集
合
で
す
。
夕
食
が
始

ま
り
、
一
日
の
出
来
事
等
を
話
し
合
い

な
が
ら
食
べ
る
ご
は
ん
が
と
て
も
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
る
。
子
供
達
は
後
か
た

づ
け
を
し
た
後
、
四
年
の
息
子
は
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
父
ち
ゃ
ん
と
相
撲
を
取

っ
た
り
、
二
年
の
娘
は
タ
ン
ス
か
ら
、

ス
カ
ー
ト
を
出
し
て
脱
い
だ
り
着
た
り

鏡
を
見
て
は
ス
カ
ー
フ
で
頭
に
リ
ボ
ン

を
付
け
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
始

ま
る
。
こ
の
子
供
達
は
将
来
ど
ん
な
人

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
眠
っ
た
子
供
を

見
な
が
ら
わ
が
家
の
一
日
が
終
り
ま
す
。

醐
禰

、
潔淑

流
行
遅
れ

寺
田
（
東
家
）

　
　
　
　
井

上
．
利
平

　
　
　
お

，
躇
鰯

…
灘
薙
建
難

諌
…
籔
懸
．
襲

嚢
　
　
　
　
　
霧

ダ

蘇
灘
雛

騨
駿
　
　
購

襲

講
灘
奪
　
蟻

　
私
達
も
結
婚
し
て
二
十
年
た
っ
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
子
供
達
に
教
え
ら
れ
る

こ
と
ば
か
り
だ
。
母
親
が
死
ん
で
三
年
、

父
親
は
五
年
前
に
死
ん
だ
。
私
達
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

は
、
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

教
訓
を
、
今
度
は
子
供
達
に
そ
の
ま
ま

そ
っ
く
り
教
え
な
け
れ
ば
親
に
た
い
し

て
申
し
訳
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
通
り
越
し
て
子
供
達

に
逆
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
中

ぶ
ら
り
ん
の
私
達
夫
婦
は
子
供
へ
の
教

訓
を
ど
ん
な
風
に
も
っ
て
い
っ
た
ら
良

い
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
三
人
の
子
供

達
（
男
ば
っ
か
り
）
は
各
々
性
格
が
違

い
、
私
達
夫
婦
に
と
っ
て
は
大
変
だ
。

　
流
行
遅
れ
と
言
う
言
葉
が
あ
る
が
、

な
に
も
衣
食
住
ば
か
り
で
無
く
、
人
間

の
考
え
方
も
、
百
年
に
四
回
位
の
割
で

変
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
つ
ま

り
二
十
五
才
の
人
と
比
べ
れ
ば
五
十
才

の
人
は
も
う
流
行
遅
れ
の
中
古
品
の
よ

う
な
も
の
だ
。
そ
の
又
二
十
五
年
過
ぎ

た
人
は
か
な
り
の
中
古
品
だ
。
私
達
夫

婦
（
中
古
品
）
は
子
供
へ
の
教
訓
を
う

ま
く
伝
え
る
に
は
親
が
先
ず
流
行
遅
れ

に
な
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
子
供
達
の

考
え
も
充
分
に
察
し
て
（
せ
め
て
3
互

位
）
教
え
る
こ
と
。
対
等
の
立
場
で
か

も
知
れ
な
い
。

　
そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
並
大
抵
な
こ

と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
確
実
に
実
行

し
な
け
れ
ば
幸
せ
と
か
団
ら
ん
と
か
言

う
答
は
出
な
い
し
、
そ
れ
こ
そ
私
達
夫

婦
は
本
物
の
中
古
品
、
い
や
廃
品
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　
「
父
ち
ゃ
母
ち
ゃ
は
古
い
ナ
ア
」
と

年
中
子
供
達
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
な

ん
と
か
し
て
流
行
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

第
茄
回

　
　
商
工
会
珠
算
検
定

　
6
月
1
日
に
松
代
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
商
工
会
珠
算
検
定
の
成
績
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
受
験
者
数

合
格
者
数

　
合
格
率

二
級
合
格
者

　
　
　
小
山

三
級
合
格
者

四
級
合
格
者

五
級
合
格
者

六
級
合
格
者

七
級
合
格
者

八
級
合
格
者

二四五
八三六
彩名名

紀
子
（
松
代
中
）

9
名

7
名

7
名
（
満
点
1
名
）

9
名

6
名

4
名



松
代
町
高
齢
者
教
室
を
開
講

　
　
　
　
　
「
高
砂
教
室
」
の
愛
称
で
…

　
五
月
十
九
日
、
渋
海
荘
に
お
い
て
松

代
町
高
齢
者
教
室
（
高
砂
教
室
）
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
砂
教
室
は
、
高
齢
者
が
健
康

に
注
意
し
、
そ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い

社
会
的
能
力
を
保
持
し
、
主
体
的
に
生

き
が
い
を
求
め
て
学
習
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
出
席
者
七
三
名
、
開
講
に

当
た
っ
て
島
田
公
民
館
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
松
之
山
町
の
社
会
教
育
主
事
佐

藤
喜
和
治
先
生
の
・
「
松
之
山
町
の
高
齢

者
教
室
の
あ
り
方
」
を
中
心
と
し
た
講

演
を
聞
き
、
次
で
「
三
世
代
家
族
」
の

映
画
を
観
賞
し
て
午
前
中
の
現
代
社
会

と
高
齢
者
の
学
習
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
あ
て
ら

れ
、
　
「
認
と
踊
り
ク
ラ
ブ
」
、
　
「
楽
焼

き
ク
ラ
ブ
」
、
　
「
お
し
花
ク
ラ
ブ
」
、

「
盆
栽
ク
ラ
ブ
」
、
　
「
手
芸
ク
ラ
ブ
」

に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
、
今
後
の
活
動

内
容
や
運
営
方
法
等
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
ク
ラ
ブ
に
登
録
さ
れ
た
人
員

は
、　

謡
と
踊
り
ク
ラ
ブ
　
　
一
〇
名

勲
魔
き
ク
ラ
ブ

お
し
花
ク
ラ
ブ

盆
栽
ク
ラ
ブ

手
芸
ク
ラ
ブ

九
月
上
旬

十
月
下
旬

十
一
月
中
旬

八
名

以
上
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

月
下
旬
と
八
月
下
旬
及
び
十
月
下
旬
に

開
か
れ
る
高
砂
教
室
の
午
前
中
は
一
般

教
養
学
習
を
行
い
、
午
後
の
学
習
は
、

去
る
十
九
日
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
活
動

に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
高
砂
教
室
が
開
か
れ
る
日

に
は
、
近
所
の
お
年
寄
り
を
お
さ
そ
い

合
せ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
若
い
者

に
負
け
な
い
、
健
康
で
物
知
り
で
元
気

な
お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
老
後
を

楽
し
む
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
名

の
方
々
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
日
は
手
芸
ク
ラ
ブ

の
登
録
者
の
出
席
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
後
の
高
砂
教
室
は
大
体
次
の

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

六
月
中
旬
　
じ
ょ
う
ぶ
な
体
で
”

　
　
　
　
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
楽

　
　
　
　
　
し
み
方
及
び
朝
顔
の

　
　
　
　
　
育
て
方
。
映
画
観
賞
）

六
月
下
旬
　
じ
ょ
う
ぶ
な
体
で
勿

　
　
　
　
（
老
人
と
健
康
、
交
通

　
　
　
　
　
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
）

七
月
上
旬
　
郷
土
を
知
る
　
”

　
　
　
　
（
町
の
又
化
財
に
っ
い

　
　
　
　
　
て
。
庚
申
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
郷
土
の
又
化
財
め
ぐ

　
　
　
　
　
り
）

八
月
上
旬
　
じ
ょ
う
ぶ
な
体
で
鋤

　
　
　
　
（
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー

　
　
　
　
　
ム
。
映
画
観
賞
）

　
　
　
郷
土
を
知
る
　
2

　
　
（
町
の
現
状
と
将
来
。
映
画

　
　
　
観
賞
。
町
内
の
工
場
、
施

　
　
　
設
等
の
見
学
）

　
　
　
現
代
社
会
と
高
齢
者

　
　
（
現
代
の
学
校
教
育
を
知
る
。

　
　
　
学
童
と
の
交
流
会
）

　
　
　
　
郷
土
を
知
る
　
3

　
　
（
郷
土
学
習
資
料
の
編
集
か

　
　
　
ら
。
映
画
観
賞
。
閉
講
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
六

唾

五
段
剣
士

2
名
誕
生

　
新
潟
県
剣
道
連
盟
主
催
に
よ
る
昇
段

審
査
会
が
、
新
潟
市
立
又
化
会
館
剣
道

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
会
は

四
段
以
上
の
審
査
で
、
松
代
か
ら
も
二

名
が
受
験
し
、
二
名
共
合
格
し
ま
し
た
。

　
尚
、
写
真
中
央
の
柳
町
剣
道
連
盟
会

長
は
、
す
で
に
五
段
を
持
っ
て
い
て
、

十
日
町
剣
友
会
の
人
と
中
国
に
試
合
に

行
か
れ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
高
野
　
昭
司
　
　
五
段
合
格

　
　
樋
口
　
克
巳
　
　
　
〃

剣
道
教
室
の
お
知
ら
せ

　
心
身
を
鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ
。
こ
れ
こ

そ
剣
道
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
は

五
段
二
名
、
二
段
三
名
の
新
し
い
有
段

者
を
加
え
、
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、
町
剣
道
連
盟
主
催
で
三
級
ま
で
の

昇
級
昇
査
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
剣

道
教
室
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
開
催
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
日
　
時

◎
場
　
所

◎
対
象
者

毎
週
月
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
か
ら

松
代
小
学
校

小
学
校
四
年
生
以
上

の
男
女

　
　
　
　
　
　
伽



まうζ

ナチュラリストクラブ第1回観察会

馨

　
五
月
三
日
、
第
一
回
観
察
会
が
松
代

・
熊
越
山
に
お
い
て
「
春
を
訪
ね
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、
小
学
生
4
5

名
が
集
ま
り
、
五
月
晴
れ
の
下
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
は
、
1
2
名
の
高
校
生
と
東
京
の
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
協
会
の
高
校
生
り
ー
ダ

ー
も
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

山
や
川
で
遊
ば
な
く
な
っ
た
子
供
た
ち

を
再
び
自
然
に
連
れ
出
そ
う
と
い
う
試

み
で
す
。
そ
こ
で
中
心
的
役
割
を
果
た

す
の
が
、
若
い
人
た
ち
、
と
り
わ
け
高

校
生
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
高
校
生
に
は
事

前
に
指
導
者
講
習
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

成
さ
れ
て
お
り
、
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

あ
い
を
見
て
い
る
と
実
に
楽
し
く
、
ほ

ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
松
代
、
蒲
生
、
蓬
平
小
学

校
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、

遠
方
か
ら
の
参
加
に
は
、
そ
の
方
面
の

リ
ー
ダ
ー
が
送
迎
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
周
辺
校
か
ら
も
参

加
し
て
も
ら
い
、
町
内
の
子
供
ら
の
交

流
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
各
小
学
校
や
事
務
局
の

方
へ
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

　
申
込
先
　
松
代
高
校
気
付

　
　
　
　
　
事
務
局
内
　
7
2
2
8
2

　
　
　
　
　
　
（
又
責
・
藤
田
　
久
）

探
鳥
会
に

参
加
し
て

松
代
病
院

●

米
持
恵
美
子

　
四
時
、
辺
り
は
ま
だ
夜
明
け
前
の
静

け
さ
で
、
空
気
が
は
り
つ
め
た
よ
う
に

感
じ
る
。

　
あ
い
に
く
の
雨
、
数
年
ら
い
我
家
の

裏
山
か
ら
キ
ョ
ロ
ロ
ー
　
キ
ョ
ロ
ロ
ー

と
言
う
澄
ん
だ
鳥
の
声
が
朝
早
く
か
ら

聞
え
何
ん
と
い
う
鳥
だ
ろ
う
と
思
い
、

是
非
一
度
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
探
鳥
会
で
あ
っ
た
。

　
少
林
寺
の
石
段
を
昇
り
は
じ
め
る
頃

は
明
る
く
な
り
、
何
人
か
の
人
と
挨
拶

を
交
す
。
境
内
に
は
中
学
生
な
ど
十
数

人
の
人
達
が
集
っ
て
い
た
。

　
上
越
か
ら
こ
ら
れ
た
講
師
の
先
生
、

遠
い
所
か
ら
来
て
い
た
だ
き
少
し
勉
強

し
て
参
加
し
な
き
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
か

し
ら
と
心
配
に
な
っ
た
。

　
寺
の
横
の
遊
歩
道
か
ら
山
に
入
る
。

最
初
の
鳥
は
ヒ
ヨ
ド
リ
、
名
前
は
知
っ

て
い
た
け
れ
ど
も
鳴
き
声
や
姿
は
知
ら

な
い
。
ピ
イ
ピ
イ
、
先
生
は
オ
ス
と
メ

ス
の
声
で
す
ね
、
鳥
の
鳴
き
声
に
も
仲

間
に
危
険
を
知
ら
せ
る
声
、
な
わ
張
り

を
知
ら
せ
る
鳴
き
声
な
ど
、
な
き
方
が

い
く
つ
か
あ
る
な
ど
の
話
を
聞
き
な
が

ら
ポ
ケ
ッ
ト
の
鳥
類
図
鑑
を
見
た
り
し

て
、
こ
の
鳥
だ
わ
な
ど
と
、
声
を
し
ば

ら
く
聞
く
。

　
メ
ジ
ロ
、
ヤ
ブ
サ
メ
、
カ
ケ
ス
、
オ

オ
ル
リ
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、
普
段
よ
く

近
く
で
聞
く
鳴
き
声
で
知
ら
な
い
の
が

殆
ん
ど
で
あ
る
。
デ
デ
ッ
ポ
ッ
ポ
、
あ

あ
キ
ジ
バ
ト
が
鳴
い
て
い
ま
す
ね
と
一

緒
の
だ
れ
か
の
声
、
こ
れ
が
キ
ジ
バ
ト

だ
わ
と
知
っ
た
。

　
松
代
町
の
鳥
ノ
ジ
コ
は
杉
の
木
の
天

辺
で
鳴
い
て
い
た
。
上
越
地
方
で
も
こ

の
辺
し
か
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。

　
雨
も
上
り
、
コ
ー
ス
と
な
っ
た
天
上

原
か
ら
か
や
場
の
新
緑
が
一
段
と
美
し

い
。
全
部
で
三
十
七
種
類
の
鳥
の
声
、

覚
え
ら
れ
な
い
鳥
が
多
か
っ
た
。

　
探
鳥
会
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
私
が
名
づ
け
た
キ
ョ
ロ
ロ
ー
鳥
は
、

赤
シ
ョ
ウ
ビ
ン
だ
そ
う
で
、
残
念
な
が

ら
今
回
は
聞
け
な
か
っ
た
。
先
生
が
こ

の
間
他
（
上
越
）
の
所
で
同
じ
時
間
頃

歩
か
れ
て
聞
い
た
鳥
は
二
十
六
種
類
、

ま
だ
ま
だ
松
代
町
は
自
然
が
一
ぱ
い
な

ん
で
す
ね
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ら
れ
た
。

何
種
類
か
の
鳥
の
鳴
き
声
を
耳
の
底
に

お
さ
め
た
初
参
加
の
探
鳥
会
で
あ
っ
た
。


